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調
査
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究
資
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。
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あ
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故
佐
々
木
輝
雄
教
授
の
遺
作
と
な
っ
た
「
戦
後
職
業
訓
練
関
係
年
表
」
で
あ
る
。

戦
後
も
既
に

年
を
超
え
、
当
時
の
資
料
の
散
逸
、
亡
失
が
進
ん
で
い
る
。
現
段
階

75

に
お
い
て
収
集
可
能
で
、
当
時
の
職
業
訓
練
の
全
体
像
が
分
か
る
よ
う
に
重
要
な
資

料
を
本
資
料
集
に
ま
と
め
た
。

本
資
料
集
に
よ
っ
て
戦
後
の
職
業
訓
練
の
実
情
を
解
明
す
る
意
味
は
、
現
下
の
「
職

業
能
力
開
発
促
進
法
」
に
お
い
て
も
中
核
は
職
業
訓
練
で
あ
り
、
こ
の
業
務
を
困
難

な
状
況
の
下
で
日
々
真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
が
、
本
資
料
集
で
明
ら
か

に
す
る
過
去
の
活
動
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
今
日
の
業
務
へ
の
誇
り
と
、
明

日
の
仕
事
へ
の
自
負
を
持
っ
て
戴
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。

ま
た
社
会
的
に
は
、
職
業
訓
練
は
社
会
問
題
、
労
働
問
題
、
あ
る
い
は
教
育
問
題

と
密
接
な
関
連
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
要
点
と
の
歴
史
的
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
の

課
題
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
職
業
訓
練
は
上
記
の
よ
う
な
様
々

な
学
問
に
よ
っ
て
も
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
学
問
領
域

の
論
理
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
職
業
訓
練
の
立
場
か
ら
職
業
訓
練

の
実
態
と
職
業
訓
練
を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
総
合
的
・
俯
瞰
的
に
考
察
す
る
と
き
の

職
業
訓
練
の
独
自
の
意
義
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
佐
々
木
教
授

が
「
職
業
訓
練
の
現
実
は
産
業
経
済
、
労
働
、
教
育
、
社
会
福
祉
政
策
の
…
…
緊
張

・
対
立
関
係
の
中
に
あ
る
」
、
と
述
べ
た
こ
と
の
証
拠
の
提
示
だ
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
、
近
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
標
８
の
「
働
き
が
い

も
経
済
成
長
も
」
は
、
ま
さ
に
職
業
訓
練
の
目
的
で
あ
り
、
一
貫
し
て
追
及
し
て
き

た
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
目
標
４
の
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な

に
」
の
日
本
語
の
タ
イ
ト
ル
で
は
見
落
と
さ
れ
る
が
、
「
教
育
」
の
原
語
で
あ
る

"Education"

の
概
念
は
「
教
育
」
と
言
う
よ
り
も
「
能
力
開
発
」"developing

the

pow
ers"

の
意
味
で
あ
り
、
そ
の
４
の
下
位
目
標
に
あ
る
「
働
き
が
い
の
あ
る
職
業

に
つ
な
が
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
得
る
こ
と
」
は
、
誰
も
が
頷
く
よ
う
に
正

に
職
業
訓
練
の
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
〝
リ
ス
キ
リ
ン
グ
〟
は
、
こ
れ
を
訳
せ
ば
「
技

能
化
」
と
言
え
る
が
、
そ
の
目
標
の
多
く
は
本
資
料
集
で
明
ら
か
な
よ
う
に
戦
後
の

困
難
な
時
期
に
職
業
訓
練
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
明
確
に

す
る
た
め
に
は
、
先
人
が
施
策
・
実
践
し
た
職
業
訓
練
の
遺
産
を
掘
り
起
こ
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
重
要
な
課
題
を
職

業
訓
練
が
担
っ
て
き
た
事
業
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

そ
の
中
に
は
、
国
民
一
丸
と
な
っ
て
戦
後
復
興
を
果
た
し
て
き
た
一
翼
で
あ
る
職

業
訓
練
の
実
践
か
ら
見
落
と
さ
れ
た
意
義
が
あ
り
、
そ
れ
は
今
日
の
状
況
を
打
開
す

る
時
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
る
。

か
て
て
加
え
て
、
本
資
料
集
が
わ
が
国
の
戦
後
史
研
究
を
更
に
深
め
る
た
め
の
素

材
に
な
れ
ば
幸
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
岩
手
県
が
〝
労
働
文
化
の
発
祥
は
職
業
補

導
か
ら
〟
と
提
起
し
た
（
昭
和

年
３
月
）
よ
う
に
、
職
業
訓
練
が
文
化
と
し
て
わ

24

が
国
で
も
議
論
さ
れ
て
欲
し
い
と
の
期
待
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
本
資
料
集
は
、
佐
々
木
教
授
の
年
表
を
原
案
と
し
て
資
料
を
収
集
し
、
そ

の
後
発
掘
し
た
資
料
も
追
加
し
て
い
る
。
本
資
料
集
に
は
未
だ
不
備
、
欠
落
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
後
学
者
に
補
遺
を
託
し
た
い
。

最
後
に
、
谷
口
雄
治
名
誉
教
授
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
資
料"Labor

D
ivision

M
anual"

『
労
働
課
便
覧
』
の
翻
訳
に
ご
協
力
戴
い
た
。
そ
の
他
、
ご
氏
名
を
挙
げ
な
い
が
資

料
収
集
の
た
め
に
ご
協
力
戴
い
た
少
な
く
な
い
研
究
者
、
及
び
東
京
商
工
会
議
所
、

日
本
商
工
会
議
所
、
雇
用
問
題
研
究
会
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
図
書
室
、

明
治
大
学
図
書
館
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
図
書
室
、
労
働
政
策
研
究
機
構
図

書
室
、
そ
し
て
各
地
の
国
公
立
図
書
館
・
公
文
書
館
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
事
に

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
三
年
一
〇
月

田
中

萬
年
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る
」
、
と
述
べ
た
こ
と
の
証
拠
の
提
示
だ
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
、
近
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
標
８
の
「
働
き
が
い

も
経
済
成
長
も
」
は
、
ま
さ
に
職
業
訓
練
の
目
的
で
あ
り
、
一
貫
し
て
追
及
し
て
き

た
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
目
標
４
の
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な

に
」
の
日
本
語
の
タ
イ
ト
ル
で
は
見
落
と
さ
れ
る
が
、
「
教
育
」
の
原
語
で
あ
る

"Education"

の
概
念
は
「
教
育
」
と
言
う
よ
り
も
「
能
力
開
発
」"developing

the

pow
ers"

の
意
味
で
あ
り
、
そ
の
４
の
下
位
目
標
に
あ
る
「
働
き
が
い
の
あ
る
職
業

に
つ
な
が
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
得
る
こ
と
」
は
、
誰
も
が
頷
く
よ
う
に
正

に
職
業
訓
練
の
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
〝
リ
ス
キ
リ
ン
グ
〟
は
、
こ
れ
を
訳
せ
ば
「
技

能
化
」
と
言
え
る
が
、
そ
の
目
標
の
多
く
は
本
資
料
集
で
明
ら
か
な
よ
う
に
戦
後
の

困
難
な
時
期
に
職
業
訓
練
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
明
確
に

す
る
た
め
に
は
、
先
人
が
施
策
・
実
践
し
た
職
業
訓
練
の
遺
産
を
掘
り
起
こ
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
重
要
な
課
題
を
職

業
訓
練
が
担
っ
て
き
た
事
業
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

そ
の
中
に
は
、
国
民
一
丸
と
な
っ
て
戦
後
復
興
を
果
た
し
て
き
た
一
翼
で
あ
る
職

業
訓
練
の
実
践
か
ら
見
落
と
さ
れ
た
意
義
が
あ
り
、
そ
れ
は
今
日
の
状
況
を
打
開
す

る
時
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
る
。

か
て
て
加
え
て
、
本
資
料
集
が
わ
が
国
の
戦
後
史
研
究
を
更
に
深
め
る
た
め
の
素

材
に
な
れ
ば
幸
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
岩
手
県
が
〝
労
働
文
化
の
発
祥
は
職
業
補

導
か
ら
〟
と
提
起
し
た
（
昭
和

年
３
月
）
よ
う
に
、
職
業
訓
練
が
文
化
と
し
て
わ

24

が
国
で
も
議
論
さ
れ
て
欲
し
い
と
の
期
待
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
本
資
料
集
は
、
佐
々
木
教
授
の
年
表
を
原
案
と
し
て
資
料
を
収
集
し
、
そ

の
後
発
掘
し
た
資
料
も
追
加
し
て
い
る
。
本
資
料
集
に
は
未
だ
不
備
、
欠
落
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
後
学
者
に
補
遺
を
託
し
た
い
。

最
後
に
、
谷
口
雄
治
名
誉
教
授
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
資
料"Labor

D
ivision

M
anual"

『
労
働
課
便
覧
』
の
翻
訳
に
ご
協
力
戴
い
た
。
そ
の
他
、
ご
氏
名
を
挙
げ
な
い
が
資

料
収
集
の
た
め
に
ご
協
力
戴
い
た
少
な
く
な
い
研
究
者
、
及
び
東
京
商
工
会
議
所
、

日
本
商
工
会
議
所
、
雇
用
問
題
研
究
会
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
図
書
室
、

明
治
大
学
図
書
館
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
図
書
室
、
労
働
政
策
研
究
機
構
図

書
室
、
そ
し
て
各
地
の
国
公
立
図
書
館
・
公
文
書
館
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
事
に

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
三
年
一
〇
月

田
中

萬
年
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凡凡

例例

一
、
法
令
の
日
付
は
公
布
の
日
と
し
、
規
則
は
『
官
報
』
掲
載
の
日
付
と
し
た
。

二
、
原
義
書
及
び
案
文
の
場
合
、
訂
正
文
を
転
載
し
た
。

三
、
原
資
料
が
表
・
様
式
等
を
省
略
し
て
い
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
が
、
編

者
が
省
略
し
た
も
の
は
（
編
注
：
略
）
と
記
し
た
。

四
、
旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
代
的
新
字
体
に
改
め
た
。

五
、
原
資
料
や
神
奈
川
県
の
通
達
集
に
お
け
る
手
書
き
の
資
料
で
、
略
字
体
は
現

代
的
新
字
体
に
改
め
た
。

六
、
番
号
・
記
号
に
つ
い
て
は
原
文
の
字
体
を
変
更
し
た
箇
所
も
あ
る
。

七
、
送
り
仮
名
は
原
文
の
ま
ま
に
し
た
。

八
、
判
読
不
能
文
字
、
不
明
文
字
及
び
空
白
部
は
□
で
表
し
た
。

九
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
文
字
に
は
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

一
〇
、
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
の
都
合
上
、
資
料
末
文
及
び
図
表
ま
た
は
そ
の
前
後
す
る

部
分
を
入
れ
替
え
た
箇
所
も
あ
る
が
、
（
編
注
）
で
確
認
頂
き
た
い
。

一
一
、
法
令
を
除
き
、
各
資
料
（
年
表
の
項
目
を
含
む
）
の
出
典
を
最
後
尾
に
『
○

○
』
、
『
△
△
△
』
の
略
号
で
付
し
た
が
、
そ
の
名
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

但
し
、
一
資
料
の
み
の
転
載
に
つ
い
て
は
当
該
資
料
名
を
資
料
末
に
記
し
た
。

『
三
法
』
：
参
議
院
労
働
委
員
会
専
門
員
室
『
労
働
三
法
改
正
に
関
す
る
各
方
面
の

意
見
』
、
昭
和

年
。

26

『
十
年
史
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
『
職
業
安
定
行
政
十
年
史
』
、
雇
用
問
題
研
究

会
、
昭
和

年
。
な
お
、
「
戦
後
職
業
訓
練
関
係
年
表
」
の
「
十
年
史
」
は
同
書

34

の
「
年
表
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
項
目
の
転
載
で
あ
る
。

『
二
〇
年
』
：
「
資
料
・
戦
後
二
十
年
史

５
」
海
後
宗
臣
編
『
教
育
・
社
会
』
、
日

本
評
論
社
、
一
九
六
七
年
。

『

年
』
：
山
見
豊
『
昭
和

年
職
業
訓
練
法
の
成
立
過
程
』
、
職
業
訓
練
大
学
校

33

33

調
査
研
究
資
料
第
２
号
、
昭
和

年
度
。

47

『
五
十
年
』
：
鈴
木
英
一
・
平
原
春
好
編
『
資
料

教
育
基
本
法

年
史
』
、
勁
草
書

50

房
、
一
九
九
八
年
。

『
百
年
史
』
：
文
部
省
『
学
制
百
年
史
』
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和

年
。

47

『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
』
：
Ｉ
Ｌ
Ｏ
東
京
支
局
、
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
時
報
』
。

『
Ｔ
Ｗ
Ｉ
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
『
Ｔ
Ｗ
Ｉ
研
究
』
、
雇
用
問
題
研
究
会
。
同
研

究
会
所
蔵
。

『
安
定
』
：
工
藤
誠
爾
『
職
業
安
定
法
解
説
』
、
泰
流
社
、
昭
和

年
。

23

『
市
場
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
、
『
労
働
市
場
年
報
』
。

『
意
見
』
：
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
日
経
連
失
業
対
策
意
見
』
（
第
一
・
第
二
）
、

昭
和

年
・

年
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
蔵
。

23

24

『
解
説
』
：
渋
谷
直
蔵
『
職
業
訓
練
法
の
解
説
』
、
労
働
法
令
協
会
、
昭
和

年
。

33

『
閣
議
』
：
国
会
図
書
館
ナ
ビ
「
昭
和
前
期
閣
議
決
定
等
収
載
資
料
及
び
本
文
」
。

『
神
公
報
』
：
『
神
奈
川
県
公
報
』
。

『
神
綴
り
』
：
神
奈
川
県
『
職
業
訓
練
関
係
通
ち
ょ
う
綴
り
』
、(

日
欠
：
掲
載
最
終

通
達
は
昭
和

年

月

日)

。

32

11

30

『
神
類
集
』
：
神
奈
川
県
『
職
業
訓
練
関
係
例
規
通
達
類
集
』
、(

日
欠
：
掲
載
最
終

通
達
は
昭
和

年

月

日)

。

34

7

15

『
勧
告
』
：
労
働
省
編
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
・
勧
告
集
』（
第
１
版
・
第
２
版
・
第
３
版
）
、

労
務
行
政
研
究
所
、
昭
和

年
・

年
・

年
。

30

36

39

『
監
督
』
：
労
働
省
労
働
基
準
局
『
労
働
基
準
監
督
官
年
報
』
。

『
基
準
』
：
労
働
省
労
働
基
準
局
『
労
働
基
準
』
。

『
技
通
』
：
労
働
省
労
働
基
準
局
福
利
課
『
技
能
者
養
成
関
係
通
牒
集
』
（
日
欠
：

掲
載
最
終
通
達
は
昭
和

年

月

日
）
。

30

9

26

『
規
定
』
：
木
村
力
雄
『
労
働
基
準
法
に
お
け
る
技
能
者
養
成
規
定
の
制
定
過
程
に

つ
い
て(

資
料)

』
、
職
業
訓
練
大
学
校
調
査
研
究
資
料
№
８
、
昭
和

年
度
。

48

『
業
界
』
：
東
京
商
工
会
議
所
『
労
働
基
準
行
政
に
関
す
る
業
界
の
実
情
並
び
に
意

見
調
査
』
、
昭
和

年
。
東
京
商
工
会
議
所
経
済
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
。

26

『
行
政
二
』
：
労
働
省
『
労
働
行
政
史
』
第
二
巻
、
労
働
法
令
協
会
、
昭
和

年
。

44

『
行
政
三
』
：
労
働
省
『
労
働
行
政
史
』
第
三
巻
、
労
働
法
令
協
会
、
昭
和

年
。

57

『
近
代
』
：
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
編
纂
会
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
、
講

談
社
、
昭
和

年
。

39

『
経
済
』
：
松
尾
弘
・
山
岡
喜
久
男
編
『
戦
後
日
本
経
済
政
策
史
年
表
』
、
勁
草
書
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一
、
法
令
の
日
付
は
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布
の
日
と
し
、
規
則
は
『
官
報
』
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日
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。
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、
訂
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原
資
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が
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・
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等
を
省
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て
い
る
も
の
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そ
の
ま
ま
記
し
た
が
、
編

者
が
省
略
し
た
も
の
は
（
編
注
：
略
）
と
記
し
た
。

四
、
旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
代
的
新
字
体
に
改
め
た
。

五
、
原
資
料
や
神
奈
川
県
の
通
達
集
に
お
け
る
手
書
き
の
資
料
で
、
略
字
体
は
現

代
的
新
字
体
に
改
め
た
。

六
、
番
号
・
記
号
に
つ
い
て
は
原
文
の
字
体
を
変
更
し
た
箇
所
も
あ
る
。

七
、
送
り
仮
名
は
原
文
の
ま
ま
に
し
た
。

八
、
判
読
不
能
文
字
、
不
明
文
字
及
び
空
白
部
は
□
で
表
し
た
。

九
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
文
字
に
は
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

一
〇
、
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
の
都
合
上
、
資
料
末
文
及
び
図
表
ま
た
は
そ
の
前
後
す
る

部
分
を
入
れ
替
え
た
箇
所
も
あ
る
が
、
（
編
注
）
で
確
認
頂
き
た
い
。

一
一
、
法
令
を
除
き
、
各
資
料
（
年
表
の
項
目
を
含
む
）
の
出
典
を
最
後
尾
に
『
○

○
』
、
『
△
△
△
』
の
略
号
で
付
し
た
が
、
そ
の
名
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

但
し
、
一
資
料
の
み
の
転
載
に
つ
い
て
は
当
該
資
料
名
を
資
料
末
に
記
し
た
。

『
三
法
』
：
参
議
院
労
働
委
員
会
専
門
員
室
『
労
働
三
法
改
正
に
関
す
る
各
方
面
の

意
見
』
、
昭
和

年
。

26

『
十
年
史
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
『
職
業
安
定
行
政
十
年
史
』
、
雇
用
問
題
研
究

会
、
昭
和

年
。
な
お
、
「
戦
後
職
業
訓
練
関
係
年
表
」
の
「
十
年
史
」
は
同
書

34

の
「
年
表
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
項
目
の
転
載
で
あ
る
。

『
二
〇
年
』
：
「
資
料
・
戦
後
二
十
年
史

５
」
海
後
宗
臣
編
『
教
育
・
社
会
』
、
日

本
評
論
社
、
一
九
六
七
年
。

『

年
』
：
山
見
豊
『
昭
和

年
職
業
訓
練
法
の
成
立
過
程
』
、
職
業
訓
練
大
学
校

33

33

調
査
研
究
資
料
第
２
号
、
昭
和

年
度
。

47

『
五
十
年
』
：
鈴
木
英
一
・
平
原
春
好
編
『
資
料

教
育
基
本
法

年
史
』
、
勁
草
書

50

房
、
一
九
九
八
年
。

『
百
年
史
』
：
文
部
省
『
学
制
百
年
史
』
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和

年
。

47

『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
』
：
Ｉ
Ｌ
Ｏ
東
京
支
局
、
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
時
報
』
。

『
Ｔ
Ｗ
Ｉ
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
『
Ｔ
Ｗ
Ｉ
研
究
』
、
雇
用
問
題
研
究
会
。
同
研

究
会
所
蔵
。

『
安
定
』
：
工
藤
誠
爾
『
職
業
安
定
法
解
説
』
、
泰
流
社
、
昭
和

年
。

23

『
市
場
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
、
『
労
働
市
場
年
報
』
。

『
意
見
』
：
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
日
経
連
失
業
対
策
意
見
』
（
第
一
・
第
二
）
、

昭
和

年
・

年
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
蔵
。

23

24

『
解
説
』
：
渋
谷
直
蔵
『
職
業
訓
練
法
の
解
説
』
、
労
働
法
令
協
会
、
昭
和

年
。

33

『
閣
議
』
：
国
会
図
書
館
ナ
ビ
「
昭
和
前
期
閣
議
決
定
等
収
載
資
料
及
び
本
文
」
。

『
神
公
報
』
：
『
神
奈
川
県
公
報
』
。

『
神
綴
り
』
：
神
奈
川
県
『
職
業
訓
練
関
係
通
ち
ょ
う
綴
り
』
、(

日
欠
：
掲
載
最
終

通
達
は
昭
和

年

月

日)

。

32

11

30

『
神
類
集
』
：
神
奈
川
県
『
職
業
訓
練
関
係
例
規
通
達
類
集
』
、(

日
欠
：
掲
載
最
終

通
達
は
昭
和

年

月

日)

。

34

7

15

『
勧
告
』
：
労
働
省
編
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
・
勧
告
集
』（
第
１
版
・
第
２
版
・
第
３
版
）
、

労
務
行
政
研
究
所
、
昭
和

年
・

年
・

年
。

30

36

39

『
監
督
』
：
労
働
省
労
働
基
準
局
『
労
働
基
準
監
督
官
年
報
』
。

『
基
準
』
：
労
働
省
労
働
基
準
局
『
労
働
基
準
』
。

『
技
通
』
：
労
働
省
労
働
基
準
局
福
利
課
『
技
能
者
養
成
関
係
通
牒
集
』
（
日
欠
：

掲
載
最
終
通
達
は
昭
和

年

月

日
）
。

30

9

26

『
規
定
』
：
木
村
力
雄
『
労
働
基
準
法
に
お
け
る
技
能
者
養
成
規
定
の
制
定
過
程
に

つ
い
て(

資
料)

』
、
職
業
訓
練
大
学
校
調
査
研
究
資
料
№
８
、
昭
和

年
度
。

48

『
業
界
』
：
東
京
商
工
会
議
所
『
労
働
基
準
行
政
に
関
す
る
業
界
の
実
情
並
び
に
意

見
調
査
』
、
昭
和

年
。
東
京
商
工
会
議
所
経
済
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
。

26

『
行
政
二
』
：
労
働
省
『
労
働
行
政
史
』
第
二
巻
、
労
働
法
令
協
会
、
昭
和

年
。

44

『
行
政
三
』
：
労
働
省
『
労
働
行
政
史
』
第
三
巻
、
労
働
法
令
協
会
、
昭
和

年
。

57

『
近
代
』
：
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
編
纂
会
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
、
講

談
社
、
昭
和

年
。

39

『
経
済
』
：
松
尾
弘
・
山
岡
喜
久
男
編
『
戦
後
日
本
経
済
政
策
史
年
表
』
、
勁
草
書
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房
、
一
九
六
二
年
。

『
憲
法
』
：
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
「
日
本
国
憲
法
の
誕
生
」

『
広
報
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
『
職
業
安
定
広
報
』
。

『
雇
用
』
：
渋
谷
直
蔵
『
戦
後
日
本
の
雇
用
失
業
と
そ
の
対
策
』
、
労
働
法
令
協
会
、

昭
和

年
。

33

『
産
業
』
：
文
部
省
『
産
業
教
育
百
年
史
』
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和

年
。

61

『
事
業
』
：
『
労
働
福
祉
事
業
団
十
年
史
』
、
昭
和

年
。

42

『
失
対
一
』
：
厚
生
省
勤
労
局
『
失
業
対
策
資
料
第
一
輯
』
、
昭
和

年
３
月
。

21

『
失
対
二
』
：
厚
生
省
勤
労
局
『
失
業
対
策
資
料
第
二
輯
』
、
昭
和

年
９
月
。

21

『
失
対
三
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
『
失
業
対
策
資
料
第
三
輯
』
、
昭
和

年
。

22

『
時
報
』
：
労
働
省
『
労
働
時
報
』
。
な
お
、
「
年
表
」
の
「
時
報
史
」
は
同
誌
第
２

巻
４
号
よ
り
始
ま
る
「
労
働
行
政
日
誌
」
（
昭
和

年
１
月
よ
り
記
述
）
に
掲
載

24

さ
れ
て
い
る
項
目
の
転
載
で
あ
る
。

『
週
報
』
：
産
業
労
働
調
査
所
『
労
働
週
報
』
。

『
条
約
』
：
永
井
憲
一
監
『
教
育
条
約
集
』
、
三
省
堂
、
一
九
八
七
年
。

『
審
議
』
：
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
：
「
憲
法
審
議
録
」
。

『
成
立
』
佐
藤
達
夫
『
日
本
国
憲
法
成
立
史
』
（
第
二
・
三
・
四
巻
）
、
有
斐
閣
、

一
九
六
二
～
一
九
九
四
年
。

『
戦
後
』
：
田
中
萬
年
『
戦
後
職
業
訓
練
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
基
準
に
関
す
る
研
究
』
、

職
業
訓
練
大
学
校
指
導
科
、
一
九
八
四
年
。

『
占
領
』
：
「
資
料
日
本
占
領

２
」
竹
前
栄
治
・
三
宅
明
正
・
遠
藤
公
嗣
『
労
働
改

革
と
労
働
運
動
』
、
大
月
書
店
、
一
九
九
二
年
。

『
対
日
』
：
竹
前
栄
治
『
ア
メ
リ
カ
対
日
労
働
政
策
の
研
究
』
、
日
本
評
論
社
、
昭

和

年
。

45

『
中
央
』
：
中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
監
修
『
中
央
労
働
時
報
』
。

『
通
信
』
：
『
勤
労
通
信
』
・
『
職
業
通
信
』
・
『
労
働
市
場
通
信
』
・
『
労
働
市
場
弘
報
』

（
注
）
。

『
通
達
Ⅰ
』
：
労
働
省
職
業
訓
練
局
『
職
業
訓
練
関
係
法
令
・
通
達
集
（
Ⅰ
）
』
、
雇

用
問
題
研
究
会
、
昭
和

年
。

43

『
提
要
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
『
職
業
補
導
提
要
』
（
上･

下
）
昭
和

年
。

27

『
デ
ジ
』
：
国
立
公
文
書
館
『
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
』
。

『
統
計
』
：
労
働
省
大
臣
官
房
労
働
統
計
調
査
部
『
労
働
統
計
年
鑑
』
。

『
東
商
』
：
東
京
商
工
会
議
所
『
事
業
報
告
書
』
。

『
日
経
』
：
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
日
経
連
事
業
報
告
』
。

『
日
商
』
：
日
本
商
工
会
議
所
『
事
業
報
告
書
』
。
日
本
商
工
会
議
所
資
料
セ
ン
タ

─
蔵
。

『
年
鑑
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
失
業
対
策
課
『
失
業
対
策
年
鑑
』
。

『
年
表
』
：
岩
波
書
店
『
近
代
日
本
総
合
年
表
』
第
二
版
、
一
九
六
八
年
。

『
判
例
』
：
日
本
経
済
団
体
連
合
会
『
労
働
経
済
判
例
速
報
』
。

『
必
携
』
：
労
働
省
職
業
安
定
局
職
業
補
導
課
『
補
導
事
務
必
携
』
、
雇
用
問
題
研

究
会
、
昭
和

年
。

24

『
福
祉
』
：
『
労
働
福
祉
事
業
団
法
令
・
通
達
集
』
、
昭
和

年
。

33

『
ユ
ネ
ス
コ
』
：
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
編
『
ユ
ネ
ス
コ
の
提
唱
に
よ
る
条
約

・
勧
告
集
』
、
昭
和

年
。

38

『
要
覧
』
：
労
働
大
臣
官
房
総
務
課
『
労
働
行
政
要
覧
』
。
な
お
、
「
年
表
」
の
「
要

覧
誌
」
は
同
誌
の
「
労
働
行
政
日
誌
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
項
目
の
転
載
で
あ
る
。

『
連
繋
』
：
望
月
哲
太
郎
『
高
等
学
校
技
能
連
携
制
度
の
解
説
』
、
第
一
法
規
、
昭

和

年
。

43

『
労
政
』
：
労
務
行
政
研
究
所
『
労
政
時
報
』
。

（（
注注
））
戦
後
初
期
の
厚
生
省
勤
労
局
ま
た
は
労
働
省
職
業
安
定
局
に
よ
る
広
報
紙

・
誌
の
発
行
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
勤
労
通
信
』
第
１
号
、
昭
和

年

月
１
日
発
行
（
第
４
号
ま
で
）
。
『
職

21

11

業
通
信
』
に
改
称
、
第
５
号
、

昭
和

年
６
月
１
日
発
行
（
昭
和

年
８
月

22

22

１
日
第
６
号
か
ら(

財)

職
業
協
会
編
集
か
ら
職
業
安
定
局
編
集
発
行
と
な

る
）
。
次
に
、
同
タ
イ
ト
ル
の
新
『
職
業
通
信
』
第
１
号
、
昭
和

年
７
月
１

23

日(

毎
月
２
回
発
行
を
明
記)

８
頁
と
な
る
。
『
労
働
市
場
弘
報
』
に
改
称
、
第

号
、
改
称
昭
和

年
６
月
１
日
（

頁
に
増
頁
）
。
第

号
、
昭
和

年
１

17

24

12

17

25

月
１
日
で
終
刊
。
『
職
業
安
定
広
報
』
が
昭
和

年
２
月
よ
り
発
行
さ
れ
る
。

25
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解解

説説

はは
じじ
めめ
にに

本
資
料
集
は
敗
戦
直
後
か
ら
昭
和

年

月

日
に
成
立
し
た
「
職
業
訓
練
法
」

33

5

2

が

月

日
に
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
職
業
訓
練
関
係
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

7

1

る
。
た
だ
、
本
資
料
集
に
表
れ
る
「
都
道
府
県
」
と
い
う
用
語
に
は
今
日
と
は
異
な

る
限
定
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
期
は
沖
縄
県
は
未
だ
米
国
の
統
治
下
に
置
か
れ

て
い
た
た
め
に
、
そ
の
対
象
に
は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
沖
縄
県

に
於
い
て
は
本
資
料
集
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
縄

県
は
本
資
料
集
よ
り
も
よ
り
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
言
え
る
。

右
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
前
半
（

･
･

対
日
平
和
条
約
締
結
以
前
）
は
連

'51
9
8

合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
占
領
下
に
あ
り
、
実
質
的
に
は
そ
の
執

行
機
関
を
構
成
し
た
ア
メ
リ
カ
の
政
治
理
念
で
施
策
さ
れ
て
い
た
面
を
見
逃
せ
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
職
員
の
観
念
が
わ
が
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
筈

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
観
念
は
平
和
条
約
締
結
以
降
に
も
わ
が
国
の
政
策
に
波
及
し
て
い
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
新
「
日
本
国
憲
法
」
の
下
で
の
行
政
が
始
ま
る
ま
で
は
戦
前
の
法
体
系
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
。
公
共
職
業
補
導
は
「
職
業
紹
介
法
」
、
企
業
内
訓
練
は
「
工

場
法
施
行
令
」
の
「
徒
弟
」
条
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
旧
法
は
「
職
業
安
定
法
」〔
四

─
二
─
一
〕
と
「
労
働
基
準
法
」〔
四
─
三
─
一
〕
の
成
立
で
廃
止
さ
れ
た
。
な
お
、

企
業
内
訓
練
の
場
合
、
戦
時
下
に
お
い
て
は
実
体
的
に
は
「
工
場
法
施
行
令
」
よ
り

も
「
工
場
事
業
場
技
能
者
養
成
令
」
に
よ
り
わ
が
国
の
企
業
内
訓
練
は
運
営
さ
れ
て

い
た
と
言
え
る
が
、
同
令
は
戦
後
（
昭

･
･

）
に
廃
止
さ
れ
た
。

20
10
11

戦
後
は
狭
小
し
、
荒
廃
し
た
国
土
に
復
員
軍
人
、
引
き
揚
げ
者
等
と
大
量
の
失
業

者
が
あ
ふ
れ
、
国
の
最
も
重
要
な
施
策
が
失
業
者
対
策
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
公
共

職
業
補
導
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
れ
は
戦
前
の
軍
需
産
業
を
支
援
す
る
職
種
か
ら
衣
食

住
を
ま
か
な
う
職
種
に
転
換
さ
れ
施
策
さ
れ
た
。
一
方
、
工
場
は
壊
滅
状
態
で
あ
っ

た
の
で
、
戦
禍
の
影
響
が
少
な
く
、
外
貨
獲
得
の
旨
も
あ
る
伝
統
産
業
職
種
か
ら
整

備
さ
れ
た
。

や
が
て
、
隣
国
で
発
生
し
た
朝
鮮
戦
争
（

･
･

）
対
策
と
し
た
米
軍
の
「
特

'50
6
25

別
需
要
」
〝
特
需
〟
を
引
き
金
と
し
て
国
内
の
経
済
が
回
復
基
調
に
乗
る
と
、
職
業

訓
練
の
職
種
は
公
共
、
企
業
と
も
重
工
業
関
係
職
種
へ
と
転
換
す
る
。

そ
の
後
の
経
済
成
長
に
よ
り
、
学
校
教
育
へ
の
国
民
の
期
待
も
次
第
に
高
ま
り
、

職
業
訓
練
受
講
者
と
対
策
の
あ
り
方
も
変
化
し
て
く
る
。
公
共
職
業
補
導
で
は
当
初

は
失
業
者
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
新
規
中
学
校
卒
業
者
を
対
象
に
技
能
者
養
成
が

期
待
さ
れ
、
受
講
対
象
者
と
し
て
は
企
業
内
訓
練
と
の
類
似
性
が
生
じ
る
。
こ
う
し

て
、
経
済
成
長
に
よ
る
産
業
界
の
要
望
と
受
講
者
の
変
化
に
合
わ
せ
た
施
策
が
必
要

と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
過
程
で
公
共
職
業
補
導
と
企
業
内
訓
練
と
の
連
繋
が
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
次
第
に
「
職
業
訓
練
」
の
言
葉
も
使
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
両
者
を
統
合

す
る
「
職
業
訓
練
法
」
〔
四
─
五
─
一
〕
制
定
の
機
運
が
起
こ
る
。
本
資
料
集
は
こ

の
よ
う
な
戦
後
直
後
よ
り
「
職
業
訓
練
法
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
の
資
料
を

提
供
す
る
。

な
お
、
本
資
料
集
の
資
料
と
、
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
各
種
の
資
料
集
に
お
け
る

同
一
の
資
料
と
の
差
異
が
あ
る
箇
所
は
、
本
資
料
集
で
は
可
能
な
限
り
原
典
、
あ
る

い
は
原
典
に
近
い
資
料
か
ら
の
忠
実
な
転
載
を
原
則
と
し
た
事
に
よ
る
。

一一
、、
本本
資資
料料
集集
のの
構構
成成

先
ず
、
本
資
料
集
の
構
成
と
編
集
方
針
に
つ
い
て
素
描
す
る
。

第第
ⅠⅠ
編編
の
ＧＧ
ＨＨ
ＱＱ
勧勧
告告
・・
「「
日日
本本
国国
憲憲
法法
」」
関関
連連
資資
料料
編編
は
、
戦
後
わ
が
国
の
様

々
な
政
策
の
根
幹
と
も
な
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
・
勧
告
・
指
示
等
と
「
日
本
国
憲
法
」

の
制
定
過
程
に
お
け
る
労
働
問
題
、
職
業
訓
練
問
題
に
関
連
し
た
事
項
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

わ
が
国
は
戦
後
か
ら
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
締
結
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
の

間
接
統
治
下
に
あ
り
、
そ
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
等
の
中
に
労
働
問
題
と
し
て
の
職
業
訓

練
に
関
す
る
施
策
も
包
含
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
職
業
訓
練
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
わ
が
国
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